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会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

太陽有限責任監査法人

（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等 22,950千円
② 当社及び子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 22,950千円
（注） １．監査等委員会は、日本監査役協会の「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計

監査人の監査計画、従前の事業年度における監査の職務状況、報酬見積りの算出根拠等を検討
した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

２．当社と会計監査人との間の監査契約において会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬の額を区分しておりませんので、①の金額には金融商品取引法に基づく監査の報
酬等の額を含めて記載しております。

（3）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
当社では、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる
場合には、監査等委員全員の同意に基づき監査等委員会が会計監査人を解任いたします。こ
の場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最初に招集される株主総会におい
て、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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会社の体制及び方針

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適
正を確保するための体制
内部統制システムについての決定内容は以下のとおりであります。

① 取締役・使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保するための体制
代表取締役社長が繰り返し法令及びコンプライアンス遵守の精神を役職員に伝えることに

より、その精神をあらゆる企業活動の前提とすることを周知する。また、基本理念となる
「行動指針」を定め、それに沿った公正かつ誠実な行動の徹底を図る。
総務部においてコンプライアンスへの取り組みを横断的に統括することとする。同部を中

心とした階層別研修など教育、啓発を実施するとともに、グループ役職員に浸透するよう、
定期的な周知策を講じた役職員教育を行う。内部監査部は、総務部と連携の上、コンプライ
アンスの状況を監査する。これらの活動は定期的に取締役会及び監査等委員会に報告される
ものとする。
役職員がコンプライアンス上の問題を発見した場合は、速やかに総務部に報告することと
する。報告を受けた総務部はその内容を調査し、再発防止策を担当部門と協議の上決定し、
全社的に再発防止策を実施させる。
また、法令･コンプライアンス違反を早期に発見し是正する施策として、問題発生に対し
速やかな通報を促進する目的で、内部通報制度（内部通報相談窓口、社外弁護士相談窓口）
を定める。通報相談窓口では、匿名可能な専用通報ツール等を通じた受付と対策実施によ
り、違反行為の未然防止、早期発見と是正・再発防止に努める。
なお、内部通報制度により通報した者に対して、通報を理由としたいかなる不利益な取り
扱いも行ってはならない旨を定め、その旨を周知し適切に運用する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項
法令と文書管理規程及び情報管理規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書または
電磁的媒体（以下、文書等という）に記録し、保存する。取締役は、文書管理規程及び情報
管理規程により、常時、これらの文書等を閲覧できるものとする。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社グループのリスクカテゴリーごとの責任部署を定め、管理本部担当役員を全社のリス
クに関する統括責任者として任命し、管理本部において当社グループの全体のリスクを網羅
的・総括的に管理する。内部監査部がグループ各部門ごとのリスク管理の状況を監査し、そ
の結果を定期的に管理本部担当役員及び取締役会に報告する。
なお、経営に重大な影響を及ぼす恐れのあるリスクについては、リスク管理会議において
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事前にリスクを評価･分析し、リスクの発生を防止する対応策とともに、リスクが発生した
場合の損害を最小限にとどめる具体的な諸施策を実施する。
また、重大な経営リスクが実際に発生した場合には、代表取締役社長を本部長とする対策
本部を設置し、迅速な対応によって損失を最小限に抑えるとともに、再発防止のための対策
を実施する。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
取締役、社員が共有する全社的な目標を定め、この浸透を図るとともに、この目標達成に
向けて各部門が実施すべき具体的な目標及び権限分配を含めた効率的な達成の方法を業務担
当取締役が定める。取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制とし
て、取締役の相互監視機能を強化する取り組みを行う方針のもと、取締役会を月1回開催し、
重要事項の決議を行うとともに、取締役の職務執行状況の報告を行う。
ITを活用したシステムによりその結果を迅速にデータ化することで、取締役会が定期的に
その結果のレビューを実施し、効率化を阻害する要因を排除・低減する等の改善を促すこと
により、目標達成の確度を高め、全社的な業務の効率化を実現するシステムを構築する。
また、経営に大きな影響を及ぼす可能性のある経営課題の把握、解決方法の検討等を行う
ために取締役、執行役員、関係する部門長をメンバーとする経営戦略会議を月1回開催し、
重要課題へ的確に対応する。

⑤ 企業集団における業務の適正を確保するための体制
関係会社については、自立経営を原則とした上で関係会社管理規程を制定し、業務の適正
を確保する。当社は、関係会社管理規程に則り、連結子会社の役員の兼任または役員派遣も
しくは担当部署への速やかな報告、承認を通じ、連結子会社の重要な組織及び経理、業務、
財務状況等の経営を管理・監督する。
当社の内部監査部は、当社及びグループ各社の内部監査を実施し、その結果を当社取締役
会及び各部門の責任者に報告し、是正、改善が必要な場合は、内部統制の改善策の指導、実
施の支援・助言を行う。

⑥ 監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項
監査等委員会は、内部監査部所属の職員に業務監査に必要な事項を指示できるものとす
る。また、現在、監査等委員会の職務を補助すべき取締役は配置していない。

⑦ 前号の使用人の監査等委員以外の取締役からの独立性及び監査等委員会の当該使用人に
対する指示の実効性の確保に関する事項
監査等委員会より監査業務に必要な指示を受けた職員はその指示に関して、監査等委員以
外の取締役、内部監査部門等の指揮命令を受けないものとする。
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⑧ 取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体制、その他の監査等委員会への報
告に関する体制
監査等委員は、取締役会等において業務執行の報告を受けるとともに、業務執行に関する
重要な関係書類を閲覧できるほか、必要に応じて、グループを含む取締役及び使用人へ報告
を求めることができる。
また、子会社の取締役及び使用人から報告を受けたものは、監査等委員会に報告する必要
があると判断した重要な事項について、監査等委員会に報告するものとする。
監査等委員会に報告を行ったグループを含む取締役及び使用人が、当該報告をしたことを
理由として不利益な取扱いを受けることがないよう、「内部通報取扱規程」の通報者と同様
に保護措置を講じるものとする。

⑨ 監査等委員の業務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続きその他の当該
業務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項
監査等委員がその職務について生ずる必要な費用の前払または償還請求その他の当該業務
の執行について生ずる費用または債務の処理について請求があったときは、速やかに当該費
用の支払いを行う。

⑩ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査等委員は、代表取締役を含む取締役及び主要な使用人との定期的な会合を行う。監査
等委員会は、監査の実効性確保に係る各監査等委員の意見を十分に尊重する。監査等委員
は、その職務の適切な遂行を図るため、必要に応じて、外部の関係情報の収集及び社内外の
関係者からの意見聴取を図る。

⑪ 財務報告及び情報開示に係る内部統制の体制
当社及びグループ各社は、金融商品取引法及び関連法令の定めに従い、健全な内部統制環
境の保持に努め、有効かつ正当な評価ができる内部統制システムを構築し、適正な運用に努
めることにより、財務報告の信頼性と適正性を確保する。情報開示に関しては、東京証券取
引所の有価証券上場規程に基づき、適時適切な開示を実施する。

⑫ 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及び体制整備
当社及びグループ各社は、反社会的勢力に対しては毅然とした態度で対応し、一切関係を
持たないことを基本方針とする。また、管理本部統括のもと必要に応じて警察・顧問弁護士
等、外部の専門機関とも連携を図り、組織的かつ速やかに対応する。
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当該体制の運用状況の概要

① 取締役の業務執行の法令及び定款との適合性を確保するため、取締役会を定期的に開催
する等、取締役の相互監視機能を強化する取り組みを行うとの方針に基づいて、取締役会
における審議の充実に努めております。

② 法令･コンプライアンス遵守のために基本理念となる「行動指針」を定め、管理職をは
じめとする階層別研修を通じて教育、啓発を実施するとともに、グループ役職員に浸透す
るよう、定期的な周知策を講じで遵守の徹底を図っております。
また、法令･コンプライアンス違反を早期に発見是正する施策として内部通報制度を導
入し、内部通報相談窓口、社外弁護士相談窓口を設置して、グループ社員のコンプライア
ンス遵守意識を高めております。

③ 経営に重大な影響を及ぼす恐れのあるリスクについては、リスク管理会議において事前
にリスクを評価･分析し、リスクの発生を防止する対応策とともに、リスクが発生した場
合の損害を最小限にとどめる具体的な諸施策を実施しております。
また、重大な経営リスクが実際に発生した場合には、代表取締役社長を本部長とする対
策本部を設置し、迅速な対応によって損失を最小限に抑えるとともに、再発防止のための
対策を実施することとしています。

④ 財務報告に係る内部統制につきましては、金融商品取引法及び関連法令並びに東京
証券取引所への適合性を確保するため、組織として十分な体制を構築するとの方針に基
づいて、その整備に努めております。

（注） 本事業報告中の記載金額及び株数については表示単位未満を切り捨てて表示しております。また、比率
等について持株比率は表示桁未満の端数を切り捨て、その他は四捨五入しております。なお、消費税等
は含めておりません。
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連結株主資本等変動計算書
（2022

2023
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計
2022 年 ４ 月 １ 日 残 高 646,494 806,127 2,884,255 △21,156 4,315,719
連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △62,995 △62,995
親会社株主に帰属する当期純利益 419,943 419,943
自 己 株 式 の 取 得 △57,050 △57,050
自 己 株 式 の 処 分 934 12,957 13,892
連 結 範 囲 の 変 動 156,969 156,969
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 － 934 513,918 △44,092 470,760
2023 年 ３ 月 31 日 残 高 646,494 807,062 3,398,173 △65,249 4,786,480

（単位：千円）
その他の包括利益累計額

純資産合計そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係
る調整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

2022 年 ４ 月 １ 日 残 高 56,678 9,878 △2,766 △11,490 52,299 4,368,019
連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △62,995
親会社株主に帰属する当期純利益 419,943
自 己 株 式 の 取 得 △57,050
自 己 株 式 の 処 分 13,892
連 結 範 囲 の 変 動 156,969
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） 1,028 △14,685 2,766 2,450 △8,440 △8,440

連結会計年度中の変動額合計 1,028 △14,685 2,766 2,450 △8,440 462,319
2023 年 ３ 月 31 日 残 高 57,706 △4,807 － △9,040 43,859 4,830,339



― 7 ―

連 結 注 記 表
（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
１．連結の範囲に関する事項
連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称
連結子会社の数 ５社
連結子会社の名称 ダイドレ株式会社

ダイドレ物流有限会社
ダイポリシステム株式会社
クリテック株式会社
株式会社ハネイシ

連結範囲の変更 株式会社ハイライトにつきましては、2022年11月１日付で当
社を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結範囲か
ら除外しています。
可麗愛特(上海)建築装飾工程有限公司は清算結了したため連結
範囲から除外しています。
また、株式会社ハネイシについては、2022年12月31日に全
株式を取得し、同社を連結子会社としました。

連結子会社の事業年度等に
関する事項

連結子会社の事業年度の末日が、連結決算日と異なる会社はあ
りません。

２．会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券
市場価格のない株式等
以外のもの

時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動
平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
② デリバティブの評価基準及び評価方法
デリバティブ 時価法

③ 棚卸資産の評価基準及び評価方法
総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法
により算定）
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（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資
産を除く）

定率法によっております。
ただし、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備

は除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備
及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ３～50年
機械装置 ７～12年
工具器具備品 ２～20年

② 無形固定資産（リース資
産を除く）

ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用
可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

③ リース資産
所有権移転外ファイナン
ス・リース取引に係るリ
ース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採
用しております。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リー

ス取引開始日が2008年３月31日以前のリース取引について
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によってお
ります。

④ 長期前払費用 均等償却によっております。
なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同一

の基準によっております。
（3）重要な引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別
に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込
額に基づき当連結会計年度に見合う分を計上しております。

③ 役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額
に基づき当連結会計年度に見合う分を計上しております。

④ 役員退職慰労引当金 役員の役員退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金
規程に基づく期末要支給額を計上しております。
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（4）その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
① ヘッジ会計の方法
イ）ヘッジ会計の方法 原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、振当処

理の要件を満たしている為替予約については振当処理によって
おります。

ロ）ヘッジ手段とヘッジ対
象

ヘッジ会計を適用したヘッジ手段とヘッジ対象は以下のとお
りであります。
ヘッジ手段…為替予約
ヘッジ対象…外貨建仕入債務及び外貨建予定取引

ハ）ヘッジ方針 デリバティブ取引に関する社内規程に基づき、ヘッジ対象に
係る為替相場変動リスクを一定の範囲内でヘッジしておりま
す。

ニ）ヘッジ有効性評価の方
法

ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間においてヘッジ
対象とヘッジ手段の相場変動の累計を比較し、両者の変動額等
を基礎にして判断しております。ただし、振当処理の要件を満
たしている為替予約取引については、ヘッジ手段とヘッジ対象
に関する重要な条件等が一致しており、かつキャッシュ・フロ
ーが固定されているため、ヘッジの有効性評価を省略しており
ます。

② のれんの償却に関する事項
のれんの償却については、金額に重要性が乏しい場合を除き、合理的な見積りに基づ
き、発生年度より10年以内で均等償却しております。
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③ 退職給付に係る会計処理の方法
イ）退職給付見込額の期間
帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計
年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基
準によっております。

ロ）数理計算上の差異及び
過去勤務費用の費用処
理方法

過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以
内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理してお
ります。
数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時の従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額
法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度より費用
処理しております。
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用について

は、税効果を調整のうえ、純資産の部におけるその他の包括利
益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

ハ）小規模企業等における
簡便法の採用

連結グループの一部は、退職給付に係る負債及び退職給付費
用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付
債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

④ グループ通算制度の適用 当社及び一部の連結子会社ではグループ通算制度を適用してお
ります。

(追加情報)
当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度から、連結納税制度からグループ通算制
度へ移行しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処
理及び開示については、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する
取扱い」（実務対応報告第42号2021年８月12日。以下「実務対応報告第42号」とい
う。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告
第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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⑤ 収益及び費用の計上基準
イ）管工機材 管工機材に係る収益は、商品を事業会社等に販売する事業で

あり、顧客との取引基本契約書に基づき当該商品の引渡しを行
う義務を負っております。当該履行義務は商品が引き渡される
一時点で充足されるものであると当社は判断し、引渡時点にお
いて収益を認識しております。
なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定
める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内販売におい
て、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時
までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識
しております。
売上高は顧客との契約において約束された対価から値引き、
購入量に応じた割戻し等を控除した金額で測定しております。
変動性のある値引き、割戻し等を含む変動対価については、過
去、現在及び予想を含む合理的に利用可能な全ての情報を用い
て当社が権利を得る対価の金額を見積り、重大な戻入れが生じ
ない可能性が高い範囲でのみ売上高を認識しております。

ロ）施工関連 施工関連に係る収益は、施工物件を事業会社等に引渡す事業
であり、顧客との工事請負契約書に基づき当該施工物件の引渡
しを行う義務を負っております。報告期間の末日において測定
した履行義務の充足に係る進捗度に基づき、工事期間にわたっ
て売上高を認識しております。
なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積り方法は、主とし
て発生原価に基づくインプット法によっております。
ただし、工事期間が３ヶ月以内の工事については、一定の期
間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で
収益を認識しております。
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(5)会計上の見積りに関する注記
固定資産の減損
(見積りの内容)
・固定資産の収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなった場合に、一定の条件の下
で回収可能価額を見積り帳簿価額に減額しています。
(当連結会計年度に計上した金額)
・固定資産の帳簿価額 316,638千円
(その他見積りの内容に関する理解に資する情報)
見積りの算出方法
・固定資産の回収可能価額の決定にあたって使用価値と正味売却価額のいずれか大きい額に
よっています。使用価値の見積りにあたって、資産（グループ）から生じる見積り将来キャ
ッシュ・フローを基にしています。
見積りの算出に用いた主な仮定
・主要な固定資産を土地としており、20年を将来キャッシュ・フローの見積り期間としてい
ます。
・物件ごとにグルーピングを行う賃貸及び遊休資産を除きクリエイトは各営業所、子会社は
主要な子会社全体を概ね独立したキャッシュ・フローを生み出す最小の単位としています。
翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
・時価が下落し正味売却価額が簿価を下回る固定資産を保有している営業所や子会社の翌連
結会計年度以降の実績が下がり見積り将来キャッシュ・フローが大幅に下がった場合、減損
損失が発生する可能性があります。
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（連結貸借対照表に関する注記）
１．棚卸資産の内訳

商 品 及 び 製 品 2,131,701千円
仕 掛 品 252,155千円
原材料及び貯蔵品 229,954千円

２．担保に供している資産
建 物 及 び 構 築 物 232,079千円
土 地 1,452,076千円
投 資 有 価 証 券 83,070千円
貸 与 建 物 38,745千円
貸 与 土 地 6,467千円
合 計 1,812,439千円

担保に係る債務の金額
買 掛 金 737,416千円
電 子 記 録 債 務 1,831,461千円
割 引 手 形 1,520,113千円
１年内返済予定の
長 期 借 入 金 324,520千円
長 期 借 入 金 541,760千円
合 計 4,955,270千円

３．有形固定資産の減価償却累計額 2,402,763千円
４．投資その他の資産の減価償却累計額 280,996千円
５．減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。
６．受取手形割引高 631,480千円
７．手形債権流動化に伴う買戻義務 285,724千円
８．電子記録債権割引高 2,168,390千円
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９. 当座貸越契約等
当社グループは、短期運転資金を機動的かつ安定的に調達するため当座貸越契約及び取引銀

行７行とコミットメントライン契約（シンジケーション方式）を締結しております。
当連結会計年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入実行残高等は次

のとおりです。
当座貸越極度額及び貸出
コミットメントの総額 4,150,000千円
借 入 実 行 残 高 －千円
差 引 額 4,150,000千円

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
１．当連結会計年度末日における発行済株式の数 普通株式 3,969,000株
２．剰余金の配当に関する事項

当連結会計年度中に行った剰余金の配当に関する事項
決議日 株式の種類 配当金の総額 １株当たり

配当額 基準日 効力発生日

2022年６月28日
定時株主総会 普通株式 47,177千円 12円 2022年

３月31日
2022年
６月29日

2022年11月７日
取締役会 普通株式 15,817千円 ４円 2022年

９月30日
2022年
12月１日

当連結会計年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

決議予定日 株式の種類 配当金の原資 配当金の総額 １株当たり
配当額 基準日 効力発生日

2023年６月23日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 77,688千円 20円 2023年

３月31日
2023年
６月26日
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（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項
(1) 金融商品に対する取組方針
当社グループは、主に管工機材の卸売事業を行うための計画に照らして、必要な資金(主に

銀行借入)を調達しております。資金運用については基本的に短期的な預金等に限定しており
ます。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わ
ない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形、売掛金及び電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されておりま

す。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒

されております。
営業債務である支払手形、買掛金及び電子記録債務は、１年以内の支払期日であります。ま

た、その一部には、原料等の輸入に伴う外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒されて
おります。
借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は、主に運転資金及び設備投資資金

に必要な資金の調達を目的としたものであり、償還日は決算日後、最長で５年半後でありま
す。このうち一部は、変動金利であるため金利の変動リスクに晒されています。
デリバティブ取引は、外貨建ての営業債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジ取引を目

的とした先物為替予約取引であります。なお、ヘッジ会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、
ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等は、「連結計算書類の作成のための基本となる重要
な事項に関する注記等」２．会計方針に関する事項 (4) その他連結計算書類の作成のための
基本となる重要な事項 ①ヘッジ会計の方法に記載のとおりであります。
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(3)金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
当社は、与信管理規程に従い、営業債権について、総務部が取引先の状況を定期的にモニタ

リングし、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の連結

貸借対照表価額により表わされています。
② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
一部の連結子会社は、外貨建ての営業債務について、通貨別月別に把握された為替の変動リ

スクに対して、原則として先物為替予約を利用してヘッジしております。なお、為替相場の状
況により、輸入に係る予定取引により確実に発生すると見込まれる外貨建営業債務に対する先
物為替予約を行っております。
投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、取

引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
デリバティブ取引につきましては、一部の連結子会社が社内規定に基づき、新規取引を取締

役会の承認事項とし、月次の取引実績を取締役会で報告しております。また、経理部におい
て、月次で契約先と残高照合を行っております。
③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
当社は、各部署からの報告に基づき経理部が将来一定期間の資金収支見込みを作成するとと
もに、その見込みとの乖離を随時把握することで、流動性リスクを管理しております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用

することにより、当該価額が変動することもあります。また、「２．金融商品の時価等に関す
る事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティ
ブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。
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２．金融商品の時価等に関する事項
2023年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの

差額については、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含めてお
りません（（注2）を参照ください。）。また、現金は注記を省略しており、預金、受取手形及び
売掛金、電子記録債権、支払手形及び買掛金、電子記録債務、未払法人税等は短期間で決済さ
れるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

（単位：千円）
連結貸借対照表
計上額（＊） 時 価（＊） 差 額

（1）投資有価証券
その他有価証券 131,216 131,216 －

資産計 8,275,731 8,275,731 －
（1）長期借入金（※１） 1,762,883 1,760,152 △2,730
（2）リース債務（※２） 78,832 78,237 △595

負債計 9,729,506 9,726,180 △3,326
デリバティブ取引（※３）
ヘッジ会計が適用されているもの (6,924) (6,924) －

デリバティブ取引計 (6,924) (6,924) －
※１ １年内返済予定の長期借入金を含めております。
※２ １年内に支払予定のリース債務を含めております。
※３ デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項

目については、（ ）で示しております。
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（注）１．有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
（1）有価証券及び投資有価証券

保有目的ごとの有価証券に関する注記事項は以下のとおりであります。
その他有価証券の当連結会計年度中の売却額は3,734千円であり、売却損の合計は
2,027千円であります。また、その他の有価証券において、種類ごとの取得原価又は
償却原価、連結貸借対照表計上額及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。

(単位：千円)

種類 取得価額又は
償却原価

連結貸借対照表
計上額 差額

連結貸借対照表計上額が
取得価額又は償却原価を
超えるもの

株式 46,370 129,590 83,220

連結貸借対照表計上額が
取得価額又は償却原価を
超えないもの

株式 1,719 1,626 △93

合計 48,089 131,216 83,127

（2）デリバティブ取引
ヘッジ会計が適用されているもの
ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引について、ヘッジ会計の方法ごとの
連結決算日における契約額又は契約において定められた元本相当額等は、次のとおり
であります。

(単位：千円)
ヘッジ会計の方法 デリバティブ取引の

種類等 主なヘッジ対象 契約額等 契約額等の
うち１年超 時価

為替予約等の振当
処理

為替予約取引 買掛金 459,343 247,030 △6,849買建米国ドル
為替予約等の振当
処理

為替予約取引
買建中国元 買掛金 110,102 ― △74

合 計 569,445 247,030 △6,924

（注）２．市場価格のない株式等
(単位：千円)

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 19,000
これらについては、「その他有価証券」には含めておりません。
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（注）３．長期借入金、リース債務及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額
(単位：千円)

１年内 １年超２年内 ２年超３年内 ３年超４年内 4年超5年内 ５年超

長期借入金 642,061 509,083 348,477 191,062 72,200 ―

リース債務 31,760 17,577 14,804 11,491 2,771 427

合計 673,821 526,660 363,281 202,553 74,971 427
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３．金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下

の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における(無調整の)相場価格により算定
した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用
いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプッ
トがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分
類しております。
(1)時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

(単位：千円)

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 131,216 ― ― 131,216

デリバティブ取引

通貨関連 ― △6,924 ― △6,924

資産計 131,216 △6,924 ― 124,292
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(2)時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
(単位：千円)

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 ― 1,760,152 ― 1,760,152

リース債務 ― 78,237 ― 78,237

負債計 ― 1,838,389 ― 1,838,389
（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているた

め、その時価をレベル１の時価に分類しております。

デリバティブ取引
取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しており、レベル２の時価に分類してお

ります。

長期借入金及びリース債務
これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入又はリース取引を行った場合に想

定される利率で割り引いて算定する方法によっており、レベル２の時価に分類しております。
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（賃貸等不動産に関する注記）
１．賃貸等不動産の状況に関する事項

当社では、大阪市に本社ビル（土地を含む）を有しており、一部のフロアを賃貸しているた
め、賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産としております。
また、その他の地域において、自社所有の土地、建物を貸与しております。

２．賃貸等不動産の時価に関する事項
（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時 価
賃貸等不動産 406,111 234,918
賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産※ 543,886 687,000
※賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産には、大阪本社ビルの自社使用分を含めておりますが、賃
貸等不動産として使用される部分と自社で使用する部分の時価を区別して把握することが困難であるため、
当該不動産全体を注記の対象としております。

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額でありま
す。

（注）２．当連結会計年度末の時価は、主として「不動産鑑定評価書」に基づいた金額（時点修正含む）、重要
性の乏しいものについては、路線価等による評価額に基づいて自社で算定した金額（指標等を用いて調
整を行ったものを含む）であります。
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（企業結合等関係）
取得による企業結合
１．企業結合の概要
(１)被取得企業の名称及びその事業内容

被取得企業の名称 株式会社ハネイシ
事業の内容 一般貨物自動車運送事業

(２)企業結合を行う主な理由
当社は、地域特性に応じて得意先のニーズにジャストインタイムで対応できる顧客密着型営
業を強みとするヤード併設の営業所を展開しています。さらに収益力と顧客満足度を向上させ
るため、成長性ある地域への展開や配送の効率性、事業の採算性を意識した営業所の拡張移転
及び統廃合などの物流拠点の拡充を最重要課題と捉えて、推進しています。
今回の株式取得により、首都圏の効率的な運送、拠点配置などの物流機能を荷主と運送会社
の連携によって強化させることが可能となります。従来はコストとみていた物流を差別化する
「強み」と捉え、運送を委託する考え方から、グループで物流サービスの「付加価値」を提供
する考えに変えて、戦略を実行していき、グループの企業価値向上を目指します。
(３)企業結合日

2022年12月31日
(４)企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得
(５)結合後企業の名称

結合後企業の名称に変更はありません。
(６)取得した議決権比率 100％
(７)取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が、現金を対価とする株式の取得により、議決権比率の100％を獲得したことによる
ものであります。

２．連結計算書類に含まれている被取得企業の業績の期間
2023年１月１日から2023年３月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金 550,000千円
取得原価 550,000千円
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４．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリーに対する報酬・手数料等 5,932千円

５．のれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
(１)のれんの金額 97,968千円
(２)発生原因
主として今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。
(３)償却方法及び償却期間
その効果が発現すると見積もられる期間(10年)で均等償却することとしております。

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内容
流動資産 448,365千円
固定資産 284,438
資産合計 732,803
流動負債 72,970
固定負債 207,802
負債合計 280,772
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（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 1,243円 51銭
２．１株当たり当期純利益 106円 60銭

１株当たり当期純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。
連結損益計算書上の親会社株主に帰属する当期純利益 419,943千円
普通株主に帰属しない金額の内訳 －千円
普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 419,943千円
普通株式の期中平均株式数 3,939,529株

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

（収益認識に関する注記）
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

(単位：千円)
売上高

管工機材
排水・汚水関連商品 6,970,574
給湯・給水関連商品 8,317,427
化成商品 10,453,074
その他 8,656,937
施工関連 407,621
その他 75,554
顧客との契約から生じる収益 34,881,190
外部顧客への売上高 34,881,190
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２．収益を理解するための基礎となる情報
管工機材
管工機材に係る収益は、商品を事業会社等に販売する事業であり、顧客との取引基本契
約書に基づき当該商品の引き渡しを行う義務を負っております。当該履行義務は商品が引
き渡される一時点で充足されるものであると当社は判断し、引渡時点において収益を認識
しております。
なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取り扱いを適
用し、商品又は製品の国内販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移
転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。
売上高は顧客との契約において約束された対価から値引き、購入量に応じた割戻し等を
控除した金額で測定しております。変動性のある値引き、割り戻し等を含む変動対価につ
いては、過去、現在及び予想を含む合理的に利用可能な全ての情報を用いて当社が権利を
得る対価の金額を見積り、重大な戻し入れが生じない可能性が高い範囲でのみ売上高を認
識しております。

施工関連
施工関連に係る収益は、施工物件を事業会社等に引き渡す事業であり、顧客との工事請
負契約書に基づき当該施工物件の引き渡しを行う義務を負っております。報告期間の末日
において測定した履行義務の充足に係る進捗度に基づき、工事期間にわたって売上高を認
識しております。
なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積り方法は、主として発生原価に基づくインプ
ット法によっております。
ただし、工事期間が３ヶ月以内の工事については、一定の期間にわたり収益を認識せず、
完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しております。
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３．当期および翌期以降の収益の金額を理解するための情報
(1) 契約資産の残高等
当連結会計年度における当社及び連結子会社における顧客との契約から生じた債権、契
約資産の期首及び期末残高は下記のとおりです。なお、連結貸借対照表において、顧客と
の契約から生じた債権及び契約資産は、「受取手形及び売掛金」、「電子記録債権」に含まれ
ています。

期首残高(千円) 期末残高(千円)
顧客との契約から生じた債権 7,281,973 8,011,169

契約資産 4,907 133,344

(2) 残存履行義務に配分した取引価格
残存履行義務に配分した取引金額の総額及び収益の認識が見込まれる期間は、以下のと
おりであります。
施工関連における工事契約等 期末残高(千円)
１年内 189,706

１年超～２年内 8,269

合計 197,975
未充足(又は部分的に未充足)の履行義務は、2023年３月31日時点で197,975千円でありま
す。
当該履行義務は主に施工関連における宅地造成の請負に関するものであり、期末後１年以内
に95.8％、１年超に4.2％収益と認識されると見込んでおります。

（その他の注記）
該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書
（2022

2023
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金
自 己
株 式

株主資本
合 計資 本

準備金
その他資
本剰余金

利 益
準備金

その他利益剰余金
別 途
積立金

繰越利益
剰 余 金

2022 年４月１日残高 646,494 786,078 2,910 59,128 1,300,000 1,204,723 △21,156 3,978,177
事 業 年 度 中 の 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △62,995 △62,995
当 期 純 利 益 347,683 347,683
自 己 株 式 の 取 得 △57,050 △57,050
自 己 株 式 の 処 分 934 12,957 13,892
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 － － 934 － － 284,688 △44,092 241,530
2023年３月31日残高 646,494 786,078 3,845 59,128 1,300,000 1,489,411 △65,249 4,219,707

（単位：千円）
評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計
その他有価証券評価差額金

2022 年４月１日残高 58,572 4,036,749
事 業 年 度 中 の 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △62,995
当 期 純 利 益 347,683
自 己 株 式 の 取 得 △57,050
自 己 株 式 の 処 分 13,892
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） △866 △866

事業年度中の変動額合計 △866 240,664
2023年３月31日残高 57,706 4,277,414
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個 別 注 記 表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式及び
関連会社株式

移動平均法による原価法

その他有価証券
市場価格のない株式等
以外のもの

時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移
動平均法により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品 総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方
法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産

を除く）
定率法によっております。
ただし、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設

備は除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属
設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ３～50年
構築物 10～30年
機械及び装置 ７～12年
工具器具及び備品 ３～20年

（2）無形固定資産（リース資産
を除く）

ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利
用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

（3）リース資産
所有権移転外ファイナン
ス・リース取引に係るリー
ス資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を
採用しております。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リ

ース取引開始日が2008年３月31日以前のリース取引につい
ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ
ております。



― 30 ―

（4）長期前払費用 均等償却によっております。
なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同

一の基準によっております。
３．引当金の計上基準
（1）貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については
個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しており
ます。

（2）賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見
込額に基づき当事業年度に見合う分を計上しております。

（3）役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込
額に基づき当事業年度に見合う分を計上しております。

（4）退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退
職給付債務の見込額に基づき計上しております。なお、退職
給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度まで
の期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっ
ております。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数（10年）による定額法により費用処理し
ております。
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）によ
る按分額をそれぞれ発生の翌事業年度より費用処理しており
ます。
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４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
（1）退職給付に係る会計処理 退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務

費用の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類における
これらの会計処理の方法と異なっています。

（2）収益及び費用の計上基準 管工機材に係る収益は、商品を事業会社等に販売する事業
であり、顧客との取引基本契約書に基づき当該商品の引き渡
しを行う義務を負っております。当該履行義務は商品が引き
渡される一時点で充足されるものであると当社は判断し、引
渡時点において収益を認識しております。
なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に
定める代替的な取り扱いを適用し、商品又は製品の国内販売
において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転
される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に
収益を認識しております。
売上高は顧客との契約において約束された対価から値引
き、購入量に応じた割り戻し等を控除した金額で測定してお
ります。変動性のある値引き、割り戻し等を含む変動対価に
ついては、過去、現在及び予想を含む合理的に利用可能なす
べての情報を用いて当社が権利を得る対価の金額を見積り、
重大な戻し入れが生じない可能性が高い範囲でのみ売上高を
認識しております。
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５. 会計上の見積りに関する注記
固定資産の減損
(見積りの内容)
・固定資産の収益性の低下により投資額の回収が見込めなくなった場合に、一定の条件の下
で回収可能価額を見積り帳簿価額に減額しています。
(当事業年度に計上した金額)
・固定資産の帳簿価額 316,638千円
(その他見積りの内容に関する理解に資する情報)
見積りの算出方法
・固定資産の回収可能価額の決定にあたって使用価値と正味売却価額のいずれか大きい額に
よっています。使用価値の見積りにあたって、資産（グループ）から生じる見積り将来キャ
ッシュ・フローを基にしています。
見積りの算出に用いた主な仮定
・主要な固定資産を土地としており、20年を将来キャッシュ・フローの見積り期間としてい
ます。
・物件ごとにグルーピングを行う賃貸及び遊休資産を除き各営業所を概ね独立したキャッシ
ュ・フローを生み出す最小の単位としています。
翌事業年度の計算書類に与える影響
・時価が下落し正味売却価額が簿価を下回る固定資産を保有している営業所の翌事業年度以
降の実績が下がり見積り将来キャッシュ・フローが大幅に下がった場合、減損損失が発生す
る可能性があります。
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（貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産

建 物 96,583千円
土 地 1,039,233千円
投 資 有 価 証 券 83,070千円
貸 与 建 物 108,757千円
貸 与 土 地 193,694千円
合 計 1,521,339千円

担保に係る債務の金額
買 掛 金 737,416千円
電 子 記 録 債 務 1,831,461千円
割 引 手 形 1,520,113千円
１年内返済予定の
長 期 借 入 金 190,000千円
長 期 借 入 金 395,000千円
合 計 4,673,990千円

２．有形固定資産の減価償却累計額 1,325,375千円
３．投資その他の資産の減価償却累計額 465,647千円
４．減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。
５．受取手形割引高 631,480千円
６．手形債権流動化に伴う買戻義務 285,724千円
７．電子記録債権割引高 2,168,390千円
８. 関係会社に対する金銭債権債務

短 期 金 銭 債 権 3,186千円
短 期 金 銭 債 務 229,754千円
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９. 当座貸越契約等
当社は、短期運転資金を機動的かつ安定的に調達するため当座貸越契約及び取引銀行７行と

コミットメントライン契約（シンジケーション方式）を締結しております。
当事業年度末における当座貸越契約及び貸出コミットメントに係る借入実行残高等は次のと

おりです。
当座貸越極度額及び貸出
コミットメントの総額 3,850,000千円
借 入 実 行 残 高 －千円
差 引 額 3,850,000千円

10．保証債務 関係会社の借入金に関し、次のとおり債務保証を行っております。
ダイドレ株式会社 83,338千円

（損益計算書に関する注記）
１．関係会社との営業取引高

・売上高 21,834千円
・仕入高 2,236,884千円

２．関係会社との営業取引以外の取引高 26,925千円
（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 84,555株
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（税効果会計に関する注記）
１ 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳
（繰延税金資産）
賞与引当金 69,067千円
未払賞与 70,322千円
未払事業税 4,432千円
退職給付引当金 248,164千円
役員退職慰労未払金 14,770千円
会員権評価損 26,097千円
減損損失 33,800千円
その他 84,994千円
繰延税金資産小計 551,651千円
評価性引当額 △49,400千円
繰延税金資産合計 502,250千円

（繰延税金負債）
その他有価証券評価差額金 △25,420千円
合併受入資産 △1,730千円
その他 △11,996千円
繰延税金負債合計 △39,147千円
繰延税金資産の純額 463,103千円

２ 法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理
当社は、当事業年度から、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制
度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」(実務対応報告第42号 2021年８月
12日。以下「実務対応報告第42号」という。)に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又
はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。
(追加情報)
当社は、当事業年度から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しております。これに
伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、実務対応報告
第42号に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第
42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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（リースにより使用する固定資産に関する注記）
オペレーティング・リース取引
オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料
１年以内 122,563千円
１年超 245,540千円
合 計 368,103千円

（収益認識に関する注記）
収益を理解するための基礎となる情報
連結注記表の(収益認識に関する注記)をご参照ください。
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（関連当事者との取引に関する注記）
１．役員及び個人主要株主等

属性 氏 名
資本金又
は出資金
（千円）

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
（被所有）
割合（％）

関係内容
取引の
内容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）
役員の
兼任等

事業上
の関係

役員 水間久雄 ― 当社
取締役

被所有
直接

1.4
― ― 社宅貸与 109 ― ―

役員 橋口俊晴 ― 当社
取締役

被所有
直接

0.6
― ― 社宅貸与 1,026 ― ―

役員 柴田勝 ― 当社
取締役

被所有
直接

0.3
― ― 社宅貸与 801 ― ―

役員 五十嵐
昭彦 ― 当社

取締役
被所有
直接

0.2
― ― 社宅貸与 745 ― ―

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）当社取締役 水間久雄、橋口俊晴、柴田勝、五十嵐昭彦への社宅貸与は、役員関係内規に基づき実行され

た金額であります。
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２．子会社等

属性 名 称
資本金又
は出資金
（千円）

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
（被所有）
割合（％）

関係内容
取引の
内容

取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）
役員の
兼任等

事業上
の関係

子会社 ダイドレ㈱ 49,680 排水継手、器具等の製造
所有
直接
100.0

当社役員
３人

商品の
仕入

商品の
購入
(※1)

2,002,346 買掛金 178,975

債務保
証 債務保証 83,338 ― ―

不動産の
賃貸

不動産の賃
貸(※2) 10,051 ― ―

子会社 ダイポリシ
ステム㈱ 30,000

配管資材の
組立加工及
び加工製品
の販売

所有
間接
100.0

当社役員
２人

不動産の
賃貸

不動産の賃
貸(※2) 12,000 ― ―

子会社 クリテッ
ク㈱ 50,000 電気、土木、管

工事の請負等
所有
直接
100.0

当社役員
３人 ― 受取利息

(※3) 72
関係会
社短期
貸付金

200,000

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）(※1)商品の購入については、市場価格を勘案し双方協議の上決定しております。

(※2)近隣の地代相場を参考に価格を決定しております。
(※3)クリテック㈱に対する貸付については、市場金利を勘案して決定しております。
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（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり純資産額 1,101円 16銭
２．１株当たり当期純利益 88円 26銭

１株当たり当期純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。
損益計算書上の当期純利益 347,683千円
普通株主に帰属しない金額の内訳 －千円
普通株式に係る当期純利益 347,683千円
普通株式の期中平均株式数 3,939,529株

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

（その他の注記）
該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2023年５月11日

クリエイト株式会社
取締役会 御中

太陽有限責任監査法人
大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 児 玉 秀 康 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 髙 田 充 規 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、クリエイト株式会社の2022年４月１日から2023年

３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等
変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、クリエイト株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の
状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法
人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人
としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証
拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示
することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取
締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討す
ること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払う
ことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実
を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計
すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断
される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的
専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を
検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書にお
いて連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が
適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論
は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし
て存続できなくなる可能性がある。
・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計
算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な
監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査
人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統
制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告
を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2023年５月11日

クリエイト株式会社
取締役会 御中

太陽有限責任監査法人
大阪事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 児 玉 秀 康 印

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 髙 田 充 規 印

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、クリエイト株式会社の2022年４月１日から

2023年３月31日までの第75期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと
認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基

準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の
倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開

示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における
取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこ
とにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事
実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的
専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を
検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書におい
て計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切で
ない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報
告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき
なくなる可能性がある。
・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等
が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統
制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告
を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するため
にセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上


